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また頚部にわける経皮的適用によって、健常若年者群 (20--21才、 8 名)の頭部輸入血管のレオロジ





























2) 加令により、総頚・内頚・外頚各動脈で最高流速が減少し、特に心収縮期第 1 峰と心拡張期に
おいて減少が著明であった。
3) 頭蓋内血管の短絡例で同側内頚動脈流速の増加と外頚動脈流速の減少を、狭窄・閉塞例で同側
内頚動脈流速の減少を認めた。
4) 脳主幹動脈の頭蓋外狭窄例で、狭窄部に一致して高調の血流信号を検出した。
〔総括〕
1) 超音波血流検査法による装置を試作し、モデル実験・動物実験・人体を対象とする実験による
検出信号を、周波数弁別器・帯域別分析器・周波数計わよび包絡線出力計・サウンドスペクトロ
グラフによって記録・解析し、各記録法の特徴を検討した。
2) 経皮的測定時の測定条件の血流信号記録に対する影響について検討した。
3) 本方法を症例に適用し、臨床的有用性を確認した。
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論文の審査結果の要旨
本研究では、超音波ドップラ一法による生体の末梢循環特に脳循環の経皮的測定を目的として、方
法論、装置、経皮的測定時の諸問題、ことに血流記録に対する超音波入射角の変化の影響、入射超音
波のずれの影響、探触子・血管間距離の変化の影響、信号記録から計算された流量と実測流量との関
係、ならびに血管断面積・血流量と信号記録との関係などについて、基礎実験ならびに臨床例で検討
することによって方法の限界を見出し、その工学的解決を繰返すことにより方法の発展の可能性を追
求した。そして本方法を症例に適用し、臨床的に有用性を確認したものである。
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